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（
そ
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■
）
へ
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補
B
（
5
8
）
】
W
ユ
臥
き
○
臼
鐸
民
い
爵
跨
ω
（
ご
お
）
『
ル
カ
ー
チ
夫
人
宛
書
簡
』
○
片
岡
啓
治
訳
「
病
め
る
芸
術
か
、
健
康
な
芸
術
か
」
の
内
刈
～
Q
。
頁
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
◇
研
究
文
献
（
続
）
《
独
乙
最
近
の
戯
曲
小
説
》
　
　
厨
川
白
村
「
帝
国
文
学
」
1
0
巻
1
2
号
　
明
治
3
7
年
《
マ
ン
兄
弟
弘
㎜
》
　
　
　
　
ト
ー
マ
ス
・
マ
ソ
文
献
目
録
（
村
田
）
現
代
思
潮
社
　
昭
和
3
5
年
＝
二
O
　
　
　
　
ト
ー
マ
ス
・
マ
ソ
文
献
目
録
（
村
田
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
二
二
　
　
雪
山
暁
村
「
帝
国
文
学
」
1
6
巻
1
2
号
　
H
～
目
ド
頁
　
明
治
4
3
年
《
マ
ン
兄
弟
の
傑
作
梗
概
》
　
　
雪
山
暁
村
「
帝
国
文
学
」
1
7
巻
4
号
　
明
治
必
年
《
ト
オ
マ
ス
・
マ
ン
の
小
説
》
　
　
小
野
秀
雄
「
帝
国
文
学
」
1
9
巻
7
号
　
α
α
～
α
Q
。
頁
　
大
正
2
年
《
ト
ー
マ
ス
・
マ
ン
の
詩
人
観
》
　
　
片
山
孤
村
「
現
代
独
乙
文
学
観
」
の
内
　
旨
ω
～
H
ω
O
頁
　
京
都
・
文
献
書
院
　
大
正
1
3
年
《
フ
ィ
オ
レ
ン
ツ
ァ
》
　
　
森
鴎
外
「
戯
曲
梗
築
七
十
三
種
」
の
内
　
鵬
外
全
集
第
3
巻
　
。
。
昭
～
°
。
α
゜
。
頁
大
正
1
4
年
〔
「
近
代
劇
精
通
」
（
田
中
栄
三
編
、
　
　
籾
山
書
店
発
行
）
よ
り
揉
録
、
原
稿
発
表
は
明
治
4
3
年
頃
か
〕
《
ト
オ
マ
ス
・
マ
ン
の
演
劇
論
》
　
　
小
森
三
好
「
文
学
思
想
研
究
」
7
巻
　
早
稲
田
大
学
文
学
思
想
研
究
会
編
　
新
潮
社
　
昭
和
3
年
《
ト
オ
マ
ス
・
マ
ン
》
　
　
実
吉
捷
郎
　
岩
波
文
庫
「
ト
ー
マ
ス
・
マ
ン
短
篇
集
1
」
昭
和
5
年
《
ト
オ
マ
’
ス
・
マ
ン
》
　
　
江
間
道
助
「
世
界
文
学
講
座
独
逸
文
学
編
（
下
）
」
の
内
新
潮
社
　
昭
和
5
年
《
独
乙
文
芸
壇
の
印
象
》
東
京
●
‘
　
　
相
良
守
峯
「
独
乙
文
学
研
究
」
1
号
8
～
目
゜
。
頁
〔
内
H
扇
～
H
嵩
頁
に
「
マ
リ
オ
と
魔
術
師
」
の
紹
介
〕
東
京
帝
国
大
学
独
文
学
　
　
会
編
　
建
設
社
　
昭
和
7
年
《
ト
オ
マ
ス
・
マ
ン
の
人
と
作
品
》
　
　
神
保
謙
吾
「
独
乙
文
学
研
究
」
1
号
　
嵩
目
～
H
c
。
H
頁
　
昭
和
7
年
《
マ
ン
の
欝
憤
と
僕
の
感
想
》
　
　
吉
田
次
郎
「
カ
ス
タ
ニ
エ
ン
」
2
号
　
京
都
帝
国
大
学
独
文
学
研
究
会
編
　
昭
和
8
年
5
月
《
ナ
チ
ス
の
弾
圧
と
独
乙
文
壇
》
　
　
溝
辺
龍
雄
「
九
州
大
学
新
聞
」
8
9
号
　
昭
和
8
年
5
月
2
0
日
《
感
傷
詩
人
と
素
朴
詩
人
》
　
　
浜
中
英
田
「
独
乙
文
学
研
究
」
4
号
　
昭
頼
8
年
《
マ
ン
》
　
　
白
旗
信
「
世
界
文
学
講
座
」
7
回
配
本
　
岩
波
書
店
　
昭
和
8
年
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，
《
ト
オ
マ
ス
・
，
マ
ン
》
　
　
白
旗
信
「
文
芸
」
昭
和
9
年
4
月
号
　
改
造
社
《
世
界
戦
争
以
后
の
独
乙
文
壇
を
眺
め
て
》
　
　
上
村
清
延
「
独
乙
文
学
研
究
」
5
号
　
α
～
ミ
頁
　
昭
和
9
年
《
市
民
的
ト
オ
マ
ス
・
マ
ン
》
　
　
　
　
ト
ー
マ
ス
・
マ
ン
文
献
目
録
（
村
田
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
二
三
．
　
　
　
　
ト
ー
マ
ス
・
マ
ン
文
献
目
録
（
村
田
）
　
　
吉
田
次
郎
「
カ
ス
タ
ニ
エ
ン
」
7
冊
　
昭
和
9
年
6
月
《
批
評
家
ト
オ
マ
ス
・
マ
ン
》
　
　
吉
田
次
郎
「
カ
ス
タ
ニ
エ
ン
」
8
冊
　
昭
和
9
年
1
0
月
《
詩
人
・
思
想
家
ト
オ
マ
ス
・
マ
ン
》
　
　
和
田
洋
一
「
カ
ス
タ
ニ
エ
ン
」
8
冊
　
昭
和
9
年
1
0
月
《
マ
ン
年
表
及
び
日
本
の
文
献
》
　
　
杉
山
二
十
一
「
カ
ス
タ
ニ
エ
ン
」
8
冊
　
昭
和
9
年
1
0
月
《
ト
ー
マ
ス
・
マ
ン
の
世
界
観
》
　
　
江
間
道
助
「
浪
漫
古
典
」
1
巻
8
号
（
ト
オ
マ
ス
・
マ
ン
研
究
特
輯
号
）
H
～
刈
頁
《
マ
ン
と
ナ
チ
ス
文
学
》
　
　
武
田
忠
哉
「
浪
漫
古
典
」
1
巻
8
号
　
b
o
H
～
8
頁
　
昭
和
9
年
1
1
月
《
ト
ー
マ
ス
・
マ
ン
の
史
詩
的
意
図
》
　
　
片
山
敏
彦
「
浪
漫
古
典
」
1
巻
8
号
　
b
。
刈
～
ω
同
頁
　
昭
和
9
年
1
1
月
《
ト
オ
マ
ス
・
マ
ン
文
献
》
　
　
佐
藤
恒
久
「
浪
漫
古
典
」
1
巻
8
号
H
R
～
H
H
α
頁
　
昭
和
9
年
1
1
月
《
ト
ー
マ
ス
・
マ
ン
の
小
説
に
つ
い
て
》
　
　
白
旗
信
「
浪
漫
古
典
」
1
巻
9
号
　
膳
ω
～
蔭
G
。
頁
　
昭
和
9
年
1
2
月
＝
一
四
昭
和
書
房
　
昭
和
9
年
1
1
月
亀
．
《
故
国
を
逐
は
れ
た
作
家
達
（
1
）
》
　
　
和
田
洋
一
「
カ
ス
タ
ニ
エ
ン
」
1
3
冊
　
ω
α
～
濠
頁
　
昭
和
1
0
年
1
0
月
《
ト
ー
マ
ス
・
マ
ン
と
フ
ェ
ル
ナ
ン
デ
ス
の
近
況
》
　
　
「
世
界
文
化
」
昭
和
1
0
年
9
月
号
　
京
都
・
世
界
文
化
社
《
ト
ー
マ
ス
・
マ
ン
の
音
楽
性
に
つ
い
て
》
　
　
寺
田
正
二
「
エ
ル
ン
テ
」
7
巻
4
号
　
b
。
α
～
お
頁
　
東
京
帝
国
大
学
独
文
研
究
会
　
伊
藤
書
林
　
昭
和
1
0
年
1
2
月
《
故
国
を
逐
は
れ
た
作
家
達
（
2
）
》
　
　
和
田
洋
一
「
カ
ス
タ
ニ
エ
ン
」
1
6
冊
　
昭
和
1
1
年
5
月
《
文
学
論
に
つ
い
て
》
　
　
土
方
定
一
「
ト
ー
マ
ス
・
マ
ン
文
学
論
」
の
内
8
α
～
N
㊤
Q
。
頁
　
東
京
・
サ
イ
レ
ン
社
　
昭
和
1
1
年
《
自
由
の
た
め
の
戦
ひ
ー
ト
ー
マ
ス
・
マ
ン
》
　
　
和
田
洋
一
「
カ
ス
タ
ニ
エ
ン
」
改
巻
2
号
　
昭
和
1
2
年
1
0
月
《
幼
児
の
花
び
ら
と
添
ー
マ
ス
・
マ
ン
》
　
　
高
安
国
世
「
カ
ス
タ
ニ
エ
ン
」
改
巻
3
号
　
昭
和
1
2
年
1
1
月
《
海
外
作
家
の
近
影
　
ト
ー
マ
ス
・
マ
ン
》
　
　
「
文
芸
」
昭
和
1
3
年
1
月
号
《
ト
ー
マ
ス
・
マ
ン
主
要
著
作
年
表
、
文
献
》
　
　
　
　
ト
ー
マ
ス
．
マ
ソ
文
献
目
録
（
村
田
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
二
五
’
、
　
　
　
　
ト
ー
マ
ス
・
マ
ン
文
献
目
録
（
村
田
）
　
　
浜
野
修
「
自
伝
」
（
改
造
文
庫
）
の
内
　
㊤
『
～
H
O
b
o
頁
　
昭
和
1
4
年
《
時
代
の
要
求
に
つ
い
て
》
　
　
佐
藤
晃
一
「
時
代
の
要
求
」
の
内
b
。
㊤
α
～
ω
O
O
頁
青
木
書
店
　
昭
和
1
4
年
《
近
代
文
学
に
於
る
生
と
死
に
関
す
る
一
老
察
》
　
　
麻
生
種
衛
「
独
乙
文
学
」
2
年
4
輯
ω
㊤
㊤
～
臆
卜
頁
　
東
京
帝
国
大
学
独
文
学
会
編
　
有
朋
堂
《
ト
オ
マ
ス
・
マ
ン
の
世
界
》
　
　
麻
生
種
衛
「
巴
里
日
記
」
の
内
　
ド
①
ω
～
N
自
頁
　
青
木
書
店
　
昭
和
1
5
年
《
ト
ー
マ
ス
。
マ
ン
に
就
い
て
》
　
　
江
間
道
助
　
ノ
ー
ベ
ル
賞
文
学
叢
書
1
4
「
主
人
と
犬
」
H
～
①
頁
　
今
日
の
問
題
社
　
昭
和
1
6
年
《
ト
マ
ス
・
マ
ン
》
　
　
竹
山
道
雄
「
混
乱
と
若
き
悩
み
」
の
内
　
ω
幽
α
～
ω
心
①
頁
　
新
潮
社
　
昭
和
1
6
年
《
ト
オ
マ
ス
・
マ
ン
の
文
学
的
性
格
（
上
）
》
　
　
石
川
淳
　
三
笠
版
「
ト
ー
マ
ス
・
マ
ン
全
集
」
月
報
1
号
　
昭
和
1
6
年
《
幼
児
の
花
び
ら
と
ト
ー
マ
ス
・
マ
ン
》
（
再
）
　
　
高
安
国
世
「
若
き
日
の
た
め
に
」
東
京
・
七
丈
書
院
　
昭
和
1
9
年
《
ト
ー
マ
ス
。
マ
ン
　
人
間
と
芸
術
》
　
　
手
塚
富
雄
「
文
芸
」
1
2
巻
1
3
号
昭
和
1
4
年
一
二
六
《
ト
ー
マ
ス
・
マ
ン
の
場
合
》
　
　
高
橋
義
孝
「
文
芸
」
1
3
巻
8
号
《
マ
ン
素
描
i
ト
ー
マ
ス
・
マ
ン
討
論
会
責
任
者
の
報
告
1
》
　
　
高
橋
義
孝
「
近
代
文
学
」
4
巻
ユ
号
　
ω
①
～
ω
G
。
頁
　
昭
和
2
1
年
1
月
《
ト
ー
マ
ス
・
マ
ン
の
亡
命
》
　
　
望
月
市
恵
「
文
明
」
1
巻
2
号
　
濠
～
α
H
頁
　
昭
和
2
1
年
3
月
《
ト
オ
マ
ス
・
マ
ン
紹
介
》
　
　
桜
井
正
寅
「
文
学
研
究
」
昭
和
2
1
年
9
・
1
0
合
併
号
《
作
家
の
歩
み
に
つ
い
て
》
　
　
大
山
定
一
「
作
家
の
歩
み
に
つ
い
て
」
の
内
　
H
～
ω
b
。
頁
　
京
都
・
甲
文
社
《
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
と
文
学
》
　
　
大
山
定
一
「
作
家
の
歩
み
に
つ
い
て
」
の
内
　
①
α
～
刈
◎
。
頁
　
昭
和
2
1
年
《
ト
オ
マ
ス
・
マ
ン
論
》
　
　
大
山
定
一
「
作
家
の
歩
み
に
つ
い
て
」
の
内
　
お
～
H
ω
G
。
頁
　
昭
和
2
1
年
《
芸
術
の
街
》
　
　
大
山
定
一
「
作
家
の
歩
み
に
つ
い
て
」
の
内
　
H
津
～
H
刈
O
頁
　
昭
和
2
1
年
《
青
い
手
帖
》
　
　
　
　
ト
ー
マ
ス
・
マ
ソ
文
献
目
録
（
村
田
）
り
昭
和
2
1
年
一
二
七
　
　
　
　
ト
ー
マ
ス
・
マ
ソ
文
献
目
録
（
村
田
）
　
　
大
山
定
一
「
作
家
の
歩
み
に
つ
い
て
」
の
内
　
嵩
刈
～
b
コ
O
刈
頁
　
昭
和
2
1
年
《
ト
ー
マ
ス
・
マ
ン
ー
人
と
作
品
》
　
　
高
橋
義
孝
「
光
」
昭
和
2
2
年
1
月
《
ト
ー
マ
ス
。
マ
ン
と
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
》
　
　
大
塚
幸
男
「
知
性
と
感
性
」
の
内
H
～
卜
頁
東
京
・
南
風
書
房
昭
和
2
2
年
《
ト
ー
マ
ス
・
マ
ン
と
政
治
と
知
識
人
と
》
　
　
大
塚
幸
男
「
知
性
と
感
性
」
の
内
　
q
～
Q
。
頁
　
昭
和
鎗
年
《
ト
ー
マ
ス
・
マ
ン
と
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
》
　
　
高
橋
義
孝
「
ド
イ
ツ
文
学
」
1
号
　
日
本
独
文
学
会
　
昭
和
2
2
年
1
0
月
《
迷
へ
る
小
市
民
ー
ト
ー
マ
ス
・
マ
ン
に
関
す
る
国
×
ざ
屋
》
　
　
平
田
次
三
郎
「
近
代
文
学
」
昭
和
2
2
年
7
月
号
　
刈
～
H
H
頁
《
ト
ー
マ
ス
・
マ
ン
と
芸
術
家
的
調
刺
》
　
　
中
村
真
一
郎
「
誠
刺
文
学
」
昭
和
2
2
年
7
月
号
　
鱒
①
～
b
。
°
。
頁
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ψ
《
ト
ー
マ
ス
・
マ
ン
の
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
》
　
　
臼
井
竹
次
郎
「
知
慧
」
昭
和
盟
年
9
月
号
《
ト
オ
マ
ス
・
マ
ン
》
　
　
吉
田
次
郎
「
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
ー
」
の
内
　
ト
っ
α
ω
～
N
㊤
O
頁
　
八
雲
書
店
近
代
選
書
昭
和
2
2
年
一
二
八
、
《
ト
オ
マ
ス
・
マ
ン
の
耳
》
　
　
小
林
英
夫
「
文
体
美
学
」
の
内
　
創
元
社
《
幼
児
の
花
び
ら
と
ト
ー
マ
ス
・
マ
ン
》
（
再
）
　
　
高
安
国
世
「
物
へ
の
信
頼
と
意
志
」
の
内
《
マ
ン
の
問
題
性
》
　
　
高
橋
坐
我
孝
「
マ
ン
・
ヘ
ッ
セ
・
カ
ロ
ッ
サ
」
《
マ
ン
と
そ
の
作
品
》
　
　
高
橋
義
孝
「
マ
ン
・
ヘ
ッ
セ
・
カ
ロ
ッ
サ
」
《
芸
術
と
政
治
》
　
　
高
橋
義
孝
「
マ
ン
・
ヘ
ッ
セ
・
カ
ロ
ッ
サ
」
《
流
窟
と
芸
術
の
意
味
》
　
　
高
橋
義
孝
「
マ
ン
・
ヘ
ッ
セ
・
カ
ロ
ッ
サ
」
《
ト
オ
マ
ス
・
マ
ン
と
フ
ァ
シ
ズ
ム
》
　
　
佐
藤
晃
日
「
大
学
」
昭
和
2
3
年
3
月
号
《
ト
オ
マ
ス
・
マ
ン
を
め
ぐ
る
問
題
》
　
　
西
義
之
「
北
国
文
化
」
昭
和
2
3
年
5
月
号
《
民
主
主
義
へ
の
要
望
と
そ
の
挫
折
》
　
　
　
　
ト
ー
マ
ス
・
マ
ソ
文
献
目
録
（
村
田
）
昭
和
2
2
年
京
都
・
明
窟
書
房
　
昭
和
2
2
年
の
内
α
～
H
①
頁
南
北
書
園
昭
和
2
2
年
の
内
　
μ
刈
～
ω
H
頁
　
昭
和
2
2
年
の
内
ω
卜
。
～
ら
N
頁
　
昭
和
2
2
年
の
内
幽
Q
。
～
蔭
◎
。
頁
　
昭
和
2
2
年
r
、
一
二
九
　
　
　
　
ト
ー
マ
ス
・
マ
ソ
文
献
目
録
（
村
田
）
　
　
滝
崎
安
之
助
「
独
乙
文
学
」
2
　
G
。
～
b
。
H
頁
　
日
本
独
文
学
会
編
　
生
活
社
刊
　
昭
和
2
3
年
6
月
《
ヒ
ュ
ウ
マ
ニ
ズ
ム
と
ト
オ
マ
ス
・
マ
ン
》
　
　
佐
藤
晃
一
「
世
界
評
論
」
昭
和
2
3
年
7
月
号
《
ト
オ
マ
ス
・
マ
ン
払
繭
》
　
　
佐
藤
晃
一
　
講
談
社
　
昭
和
2
3
年
　
　
ト
オ
マ
ス
・
マ
ン
の
生
涯
　
c
◎
～
ド
ω
頁
　
　
あ
る
ト
オ
マ
ス
・
マ
ン
論
と
そ
の
反
省
　
置
～
ω
㊤
頁
　
　
段
鑑
遠
か
ら
ざ
る
こ
と
　
ら
O
～
癖
Q
。
頁
　
　
「
愛
と
死
」
の
ス
ナ
ッ
プ
集
　
刈
O
～
刈
Q
Q
頁
　
　
心
の
秘
密
　
謹
～
o
。
幽
頁
　
　
書
き
方
と
心
理
学
　
Q
o
O
～
り
b
Q
頁
　
　
新
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
試
論
㊤
ω
～
H
O
刈
頁
　
　
小
説
論
抄
　
目
ω
O
～
H
刈
b
o
頁
　
　
身
辺
雑
記
　
H
お
～
H
Q
。
α
頁
　
　
影
響
に
つ
い
て
　
H
c
。
①
～
H
り
q
頁
　
　
導
き
の
星
と
波
の
た
わ
む
れ
　
b
◎
b
Q
b
o
～
b
σ
b
。
Q
。
頁
　
　
文
学
の
鬼
　
b
。
b
。
O
～
b
。
ら
ω
頁
一
三
〇
　
　
ト
オ
マ
ス
・
マ
ン
と
フ
ァ
シ
ズ
ム
　
b
Q
瞳
～
b
σ
α
㊤
頁
　
　
ヒ
ュ
ウ
マ
ニ
ズ
ム
と
ト
オ
マ
ス
・
マ
ン
　
b
Q
①
O
～
b
◎
母
頁
〔
以
上
既
出
の
も
の
を
除
く
〕
《
神
話
の
形
成
ー
ト
ー
マ
ス
・
マ
ン
の
小
説
論
的
歴
程
》
　
　
原
田
義
人
「
思
潮
」
昭
和
2
3
年
1
1
月
号
　
ド
ω
～
b
。
O
頁
《
ト
ー
マ
ス
・
マ
ン
著
作
年
表
》
　
　
高
橋
義
孝
編
「
思
潮
」
　
昭
和
2
3
年
1
1
月
号
　
陣
～
N
Q
◎
頁
《「
ｸ
踪
者
」
の
「
精
神
」
ー
ト
ー
マ
ス
・
マ
ン
論
》
　
　
佐
藤
静
夫
「
思
潮
」
　
昭
和
2
3
年
1
1
月
号
《
マ
ン
と
政
治
》
　
　
内
山
敏
「
思
潮
」
　
昭
和
2
3
年
1
1
月
号
　
ら
ト
⊃
～
島
頁
《
ト
オ
マ
ス
・
マ
ン
》
　
　
佐
藤
晃
一
　
世
界
評
論
社
（
世
界
文
学
は
ん
ど
ぶ
っ
く
）
　
昭
和
2
1
年
　
　
伝
記
　
ω
～
①
り
頁
　
　
歴
史
的
・
文
学
史
的
環
境
　
謡
～
H
8
測
　
　
「
批
判
と
造
型
」
の
文
学
・
H
O
O
～
目
ド
頁
　
　
作
品
の
展
開
（
既
出
の
も
の
を
除
く
）
　
　
政
治
的
で
な
い
一
人
間
の
観
想
　
H
Q
。
b
。
～
H
8
頁
　
　
　
　
ト
ー
マ
ス
・
マ
ソ
文
献
目
心
録
（
村
田
）
＝
二
一
亀
　
　
　
　
ト
ー
マ
ス
．
マ
ン
文
献
目
録
（
村
田
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
輔
　
　
ド
イ
ツ
共
和
国
に
つ
い
て
　
H
謹
～
卜
。
O
O
頁
　
　
現
代
に
お
け
る
意
義
　
卜
。
心
㊤
～
b
o
刈
O
頁
　
　
ト
オ
マ
ス
・
マ
ン
年
譜
　
b
。
謡
～
ω
置
頁
　
　
著
作
年
表
　
ω
嵩
～
ω
ω
H
頁
　
　
研
究
文
献
目
録
　
ω
Q
。
ω
～
ω
心
b
。
頁
《
ト
ー
マ
ス
・
マ
ン
討
論
会
1
》
　
　
高
橋
義
孝
．
平
田
次
三
郎
．
本
多
秋
五
．
中
田
耕
治
・
佐
々
木
基
一
・
原
田
義
人
「
近
代
文
学
」
4
巻
1
号
　
　
2
4
年
1
月
《
ト
ー
マ
ス
・
マ
ン
討
論
会
H
》
　
　
「
近
代
文
学
」
4
巻
2
号
　
ω
b
。
～
魔
頁
　
昭
和
2
4
年
2
月
《
ト
ー
マ
ス
・
マ
ン
に
於
け
る
知
性
の
問
題
》
　
　
橋
本
文
夫
「
理
想
」
㎜
号
ω
Q
。
～
お
頁
昭
和
2
4
年
1
月
《
青
春
と
恋
愛
ー
ト
ー
マ
ス
・
マ
ン
伝
2
》
　
　
西
義
之
「
文
華
」
3
8
号
　
卜
。
b
。
～
ω
O
頁
　
石
川
文
化
懇
話
会
編
　
北
国
毎
日
新
聞
社
　
昭
和
2
4
年
3
月
《
幼
児
の
花
び
ら
と
ト
ー
マ
ス
・
マ
ン
》
（
再
）
　
　
高
安
国
世
「
ト
ー
マ
ス
．
マ
ン
と
リ
ル
ケ
」
の
内
H
①
ω
～
嵩
刈
頁
京
都
・
ア
テ
ネ
書
院
昭
和
2
4
年
《
ト
ー
マ
ス
・
マ
ン
と
政
治
》
三
二
ω
㊤
～
ミ
頁
昭
和
　
　
高
安
国
世
「
ト
ー
マ
ス
・
マ
ン
と
リ
ル
ケ
」
の
内
　
嵩
G
。
～
お
α
頁
　
昭
和
2
4
年
《
ト
オ
マ
ス
・
マ
ン
の
言
葉
》
　
　
佐
藤
晃
一
「
デ
モ
ス
」
1
7
巻
5
号
　
漣
～
b
。
◎
。
頁
　
昭
和
2
4
年
4
月
《
老
ト
ー
マ
ス
・
マ
ン
》
　
　
R
．
シ
ン
チ
ン
ゲ
ル
「
ニ
ュ
ー
エ
ポ
ッ
ク
」
1
巻
3
号
゜
。
①
～
Q
。
㊤
頁
東
西
出
版
社
昭
和
2
4
年
8
月
《
ト
ー
マ
ス
・
マ
ン
の
苦
悩
と
偉
大
さ
》
　
　
佐
藤
晃
一
　
日
本
独
文
学
会
編
「
ド
イ
ツ
文
学
に
お
け
る
悲
劇
性
と
そ
の
超
克
」
の
内
　
東
京
・
郁
文
堂
《
反
語
的
創
造
ー
ト
ー
マ
ス
・
マ
ン
と
新
し
い
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
》
　
　
原
田
義
人
「
現
代
ド
イ
ツ
文
学
論
」
の
内
目
～
ω
O
頁
　
東
京
・
稲
村
書
店
　
昭
和
2
4
年
《
神
話
の
形
成
ー
ト
ー
マ
ス
・
マ
ン
の
小
説
論
的
歴
程
》
（
再
）
　
　
原
田
義
人
「
現
代
ド
イ
ツ
文
学
論
」
の
内
　
ω
H
～
O
b
O
頁
　
昭
和
2
4
年
《
倫
理
と
美
と
の
対
立
》
　
　
佐
藤
晃
一
　
「
東
大
新
聞
」
　
昭
和
2
4
年
4
月
1
1
日
《
幼
児
の
花
び
ら
と
ト
ー
マ
ス
・
マ
ン
》
（
再
）
　
　
高
安
国
世
「
《
魔
の
山
》
と
そ
の
他
」
の
内
　
刈
①
～
Q
。
Q
。
頁
　
京
都
・
明
窩
書
房
　
昭
和
2
4
年
《
永
遠
な
る
ゲ
ー
テ
》
　
　
佐
藤
晃
一
「
永
遠
な
る
ゲ
ー
テ
」
の
内
　
卜
。
駆
o
。
～
卜
。
α
b
Q
頁
　
講
談
社
　
昭
和
2
4
年
　
　
　
　
ト
ー
マ
ス
。
マ
ン
文
献
目
録
（
村
田
）
昭
和
2
4
年
＝
三
二
、
　
　
　
　
ト
ー
マ
ス
・
マ
ソ
文
献
目
録
（
村
田
）
《
ト
オ
マ
ス
・
マ
ン
》
（
再
）
　
　
実
吉
捷
郎
岩
波
文
庫
「
ト
オ
マ
ス
・
マ
ン
短
篇
集
」
1
の
内
　
置
ω
～
H
＆
頁
　
昭
和
2
4
年
《
ト
オ
マ
ス
・
マ
ン
i
評
伝
・
思
想
・
文
献
》
　
　
佐
藤
晃
一
　
「
理
想
」
　
昭
和
2
5
年
1
月
《
文
化
と
文
明
（
ト
オ
マ
ス
・
マ
ン
の
場
合
）
》
　
　
佐
藤
晃
一
　
「
現
代
世
界
文
学
講
座
ド
イ
ツ
編
」
の
内
　
新
潮
社
　
昭
和
2
5
年
《
ト
オ
マ
ス
・
マ
ン
と
哲
学
》
　
　
佐
藤
晃
一
　
「
哲
学
講
座
」
5
の
内
　
筑
摩
書
房
　
昭
和
2
5
年
《
ト
ー
マ
ス
・
マ
ン
の
殉
教
》
　
　
和
田
洋
一
　
「
ド
イ
ツ
文
学
」
4
号
　
b
σ
O
～
ω
H
頁
　
日
本
独
文
学
会
　
郁
文
堂
　
昭
和
2
5
年
5
月
《
文
明
に
つ
い
て
》
　
　
佐
藤
晃
一
　
「
読
書
新
聞
」
　
昭
和
2
5
年
5
月
3
1
日
《
ト
ー
マ
ス
・
マ
ン
と
自
然
主
義
》
　
　
西
義
之
　
　
「
北
国
文
化
」
5
7
号
　
ω
μ
～
ω
癖
頁
　
石
川
文
化
懇
話
会
編
　
北
国
新
聞
社
　
昭
和
ゐ
年
1
0
月
《
ド
イ
ツ
的
内
面
性
に
つ
い
て
》
　
　
佐
藤
晃
一
　
「
朱
鳥
」
1
0
号
　
昭
和
2
5
年
1
2
月
《
ト
オ
マ
ス
・
マ
ン
の
「
政
治
的
態
度
」
》
＝
二
四
　
　
佐
藤
晃
一
　
「
展
望
」
6
1
号
　
◎
。
b
コ
～
Q
。
刈
頁
　
昭
和
2
6
年
1
月
《
わ
た
し
の
時
代
》
　
　
佐
藤
晃
一
　
「
読
書
新
聞
」
　
昭
和
2
6
年
1
月
2
4
日
《
ト
マ
ス
・
マ
ン
》
　
　
原
田
義
人
「
文
学
講
座
」
N
の
内
筑
摩
書
房
　
昭
和
2
6
年
《
平
和
運
動
と
ト
ー
マ
ス
・
マ
ン
》
　
　
佐
藤
晃
一
　
「
月
刊
世
界
文
通
誌
」
2
巻
6
号
　
ジ
ャ
パ
ン
L
P
F
ク
ラ
ブ
《
ト
オ
マ
ス
・
マ
ン
の
辿
れ
る
道
》
　
　
斎
藤
省
三
　
「
人
文
科
学
研
究
」
1
輯
　
新
潟
大
学
　
昭
和
2
6
年
7
月
《
マ
リ
オ
と
魔
術
師
》
　
　
高
橋
義
孝
新
潮
文
庫
「
マ
リ
オ
と
魔
術
師
」
　
昭
和
2
6
年
《
ト
ー
マ
ス
・
マ
ン
に
於
け
る
イ
ロ
ニ
ー
の
問
題
》
　
　
柳
川
成
男
「
ド
イ
ツ
文
学
」
7
号
　
課
～
巽
頁
　
昭
和
2
6
年
1
1
月
《
ト
ー
マ
ス
・
マ
ン
》
　
　
高
橋
義
孝
　
「
文
学
界
」
5
巻
1
2
号
　
嵩
O
～
H
8
頁
　
昭
和
2
6
年
1
2
月
《
現
代
ド
イ
ツ
小
説
i
ト
ー
マ
ス
・
マ
ン
の
場
合
》
　
　
柳
川
成
男
　
「
人
文
学
報
」
　
東
京
都
立
大
学
人
文
学
会
　
昭
和
2
6
年
　
　
　
　
ト
ー
マ
ス
。
マ
ソ
文
献
目
録
（
村
田
）
昭
和
2
6
年
6
月
＝
二
五
’
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
　
　
　
‘
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
4
　
　
　
　
ト
ー
マ
ス
・
マ
ン
文
献
目
録
（
村
田
）
《
思
い
つ
く
ま
ま
に
》
　
　
原
田
義
人
　
　
「
近
代
文
学
」
1
0
巻
1
2
号
《
作
家
と
二
つ
の
世
界
ー
ブ
レ
ヒ
ト
と
マ
ン
の
例
》
　
　
内
山
敏
「
中
央
公
論
」
6
7
巻
2
号
　
扇
心
～
同
α
Q
。
頁
　
昭
和
2
7
年
2
月
《
ト
ニ
オ
・
ク
レ
エ
ゲ
ル
》
　
　
実
吉
捷
郎
岩
波
文
庫
「
ト
ニ
オ
・
ク
レ
エ
ゲ
ル
」
H
自
～
同
O
N
頁
昭
和
2
7
年
《
遺
恨
の
政
治
ー
ト
ー
マ
ス
・
マ
ン
の
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
》
　
　
永
野
藤
夫
　
「
世
紀
」
3
9
号
　
Q
。
b
O
～
ω
①
頁
　
昭
和
2
7
年
1
1
月
《
ト
オ
マ
ス
．
マ
ン
の
動
的
性
格
ー
イ
ロ
ニ
イ
の
問
題
に
関
連
し
て
》
　
　
片
山
良
展
　
「
ド
イ
ツ
文
学
」
9
号
　
H
N
～
H
①
頁
　
昭
和
2
7
年
1
1
月
《
ト
ォ
マ
ス
・
マ
ン
と
「
芸
術
家
問
題
」
》
　
　
佐
藤
静
夫
　
「
ド
イ
ツ
文
学
」
9
号
　
漣
～
卜
O
Q
。
頁
　
昭
和
2
7
年
1
1
月
《
ト
ー
マ
ス
・
マ
ン
に
関
す
る
短
い
感
想
》
　
　
志
波
一
富
　
「
ド
イ
ツ
文
学
」
1
0
号
。
。
O
～
ω
①
頁
昭
和
2
8
年
5
月
《
ト
ー
マ
ス
・
マ
ン
の
顔
》
　
　
佐
藤
晃
一
　
「
b
u
o
o
冨
o
h
誓
Φ
毛
〇
ニ
ロ
」
　
旺
文
社
　
昭
和
2
8
年
《
選
ば
れ
し
人
》
＝
二
六
、
　
　
佐
藤
晃
一
　
「
日
本
独
文
学
会
関
東
支
部
会
報
同
り
α
b
Q
合
ω
」
昭
和
2
8
年
《
ト
｝
マ
ス
・
マ
ン
》
　
　
高
橋
義
孝
・
佐
藤
晃
一
　
新
潮
版
「
現
代
世
界
文
学
全
集
」
2
7
の
内
　
H
～
H
O
頁
　
昭
和
2
8
年
《
ト
ー
マ
ス
・
マ
ン
を
訪
ね
て
》
　
　
高
橋
健
二
　
新
潮
版
「
現
代
世
界
文
学
全
集
」
月
報
1
4
　
H
～
b
。
頁
　
昭
和
2
8
年
《
亡
命
の
問
題
i
T
・
マ
ン
の
場
合
》
　
　
佐
藤
晃
一
　
新
潮
版
「
現
代
世
界
文
学
全
集
」
月
報
1
4
　
ω
～
q
頁
　
昭
和
2
8
年
《
ド
イ
ッ
的
世
界
観
》
　
　
篠
原
正
瑛
　
新
潮
版
「
現
代
世
界
文
学
全
集
」
月
報
1
4
　
①
～
Q
。
頁
　
昭
和
2
8
年
《
若
き
ト
オ
マ
ス
・
マ
ン
」
の
発
展
過
程
》
　
　
橘
好
一
　
「
金
沢
大
学
法
文
学
部
論
集
文
学
篇
」
2
　
8
～
。
。
b
。
頁
　
昭
和
2
9
年
2
月
《
選
ば
れ
し
人
》
　
　
佐
藤
晃
一
　
「
じ
d
8
犀
゜
・
。
｛
夢
①
妻
〇
二
α
」
　
旺
文
社
　
昭
和
2
9
年
5
月
《
作
家
と
年
令
》
　
　
佐
藤
晃
一
　
「
毎
日
新
聞
」
　
昭
勲
2
9
年
5
月
1
9
日
《
フ
ァ
ウ
ス
ト
博
士
誕
生
》
　
　
佐
藤
晃
一
　
「
フ
ァ
ウ
ス
ト
博
士
誕
生
」
の
内
b
Q
O
H
～
b
。
O
蒔
頁
新
潮
社
　
昭
和
2
9
年
　
　
　
　
ト
ー
マ
ス
・
マ
ソ
文
献
目
録
（
村
田
）
二
二
七
’
　
　
　
　
　
ト
ー
マ
ス
・
マ
ソ
文
献
目
録
（
村
田
）
　
《
ト
オ
マ
ス
・
マ
ン
》
　
　
　
中
谷
博
「
理
想
」
鵬
号
　
H
O
o
。
～
H
H
O
頁
（
現
代
に
生
き
る
思
想
家
特
集
）
　
昭
和
2
9
年
6
月
　
《
ネ
ー
ル
と
ト
ー
マ
ス
・
マ
ン
》
　
　
　
佐
藤
晃
一
　
「
ネ
ー
ル
世
界
歴
史
」
月
報
5
　
日
本
評
論
新
社
　
昭
和
2
9
年
1
0
月
　
《
フ
ァ
ウ
ス
ト
博
士
》
・
　
　
佐
藤
晃
一
　
「
山
形
時
事
新
聞
」
　
昭
和
2
9
年
1
0
月
3
0
日
　
《
欺
か
れ
た
女
》
　
　
　
佐
藤
晃
一
　
「
婦
人
公
論
」
　
昭
和
2
9
年
1
1
月
号
　
中
央
公
論
社
　
《
抵
抗
の
歴
史
－
独
裁
者
と
闘
う
マ
ン
一
族
》
　
　
　
佐
藤
晃
一
　
「
ド
イ
ツ
抵
抗
文
学
」
の
内
　
H
自
～
卜
。
α
ω
頁
　
東
京
大
学
出
版
会
　
昭
和
2
9
年
　
《
ト
ー
マ
ス
・
マ
ン
》
　
　
　
原
田
義
人
　
「
ド
イ
ツ
の
戦
後
文
学
」
の
内
b
o
ω
～
b
。
軽
頁
　
早
川
書
房
　
昭
和
2
9
年
　
《
ブ
デ
ン
ブ
ロ
ー
ク
家
の
人
々
》
　
　
　
佐
藤
晃
一
　
「
世
界
文
豪
名
作
全
集
ー
読
書
案
内
」
8
　
昭
和
2
9
年
　
《
マ
リ
オ
と
魔
術
師
》
　
　
　
野
島
正
城
　
河
出
版
「
世
界
文
学
全
集
」
1
7
の
内
ド
～
N
頁
　
昭
和
2
9
年
　
《
ト
ー
マ
ス
・
マ
ン
年
譜
》
一
三
八
0
’
　
　
河
出
版
「
世
界
文
学
全
集
」
1
7
の
内
　
ω
刈
Q
。
～
q
。
刈
Q
。
頁
　
昭
和
2
9
年
《
ト
ー
マ
ス
・
マ
ン
の
微
苦
笑
－
彼
の
イ
ロ
ニ
ー
に
つ
い
て
》
　
　
早
崎
敏
英
　
　
「
ド
イ
ツ
文
学
」
1
3
号
　
昭
和
2
9
年
1
1
月
《
ト
オ
マ
ス
・
マ
ン
ー
自
然
と
精
神
と
の
調
和
》
　
　
佐
藤
晃
一
　
「
日
本
読
書
新
聞
」
　
昭
和
2
9
年
2
月
2
2
日
《
ト
ー
マ
ス
・
マ
ン
に
お
け
る
制
作
の
意
味
》
　
　
牧
祥
三
「
立
命
館
大
学
人
文
科
学
研
究
所
紀
要
」
3
　
昭
和
3
0
年
3
月
《
ト
ォ
マ
ス
・
マ
ン
へ
の
関
心
》
　
　
実
吉
捷
郎
　
三
笠
版
「
現
代
世
界
文
学
全
集
」
月
報
2
7
　
H
～
b
。
頁
　
昭
和
3
0
年
6
月
《
ト
オ
マ
ス
・
マ
ン
》
　
　
中
井
正
文
　
三
笠
版
「
現
代
世
界
文
学
全
集
」
月
報
2
7
　
b
o
～
ω
頁
　
昭
和
3
0
年
6
月
《
お
く
れ
ば
せ
の
感
想
i
勺
費
冨
臼
勾
Φ
o
ず
①
づ
ω
o
ず
鋒
け
の
一
説
を
め
ぐ
っ
て
》
　
　
大
久
保
和
郎
　
三
笠
版
「
現
代
世
界
文
学
全
集
」
月
報
2
7
　
蔭
～
α
頁
　
昭
和
3
0
年
6
月
《
身
に
つ
い
た
精
励
i
八
十
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
る
ト
ー
岬
、
ス
・
マ
ン
》
　
　
手
塚
富
雄
　
「
朝
日
新
聞
」
　
昭
和
3
0
年
6
月
5
日
《
ト
ー
マ
ス
・
マ
ン
の
死
》
　
　
高
橋
義
孝
　
「
東
京
新
聞
」
　
昭
和
3
0
年
8
月
1
3
日
　
　
　
　
ト
ー
マ
ス
・
マ
ソ
文
献
目
録
（
村
田
）
一
三
九
9
　
　
　
　
ト
ー
マ
ス
。
マ
ソ
文
献
　
目
録
（
村
田
）
《
地
球
の
良
心
ト
ー
マ
ス
・
マ
ン
》
　
　
高
橋
義
孝
　
「
朝
日
新
聞
」
　
昭
和
3
0
年
8
月
1
4
日
《
ペ
シ
ミ
ズ
ム
の
由
緒
正
し
い
相
続
人
ー
ト
ー
マ
ス
・
マ
ン
の
作
品
に
つ
い
て
》
　
　
高
橋
義
孝
　
「
毎
日
新
聞
」
　
昭
和
3
0
年
8
月
1
4
日
《
ト
ー
マ
ス
。
マ
ン
の
死
》
　
　
高
橋
健
二
　
「
読
売
新
聞
」
　
昭
和
3
0
年
8
月
《
ト
ー
マ
ス
・
々
ン
の
文
学
と
日
本
（
上
）
》
　
　
佐
藤
晃
一
　
「
東
京
新
聞
」
　
昭
和
3
0
年
8
月
1
7
日
《
ト
ー
マ
ス
・
マ
ン
の
文
学
と
日
本
（
下
）
》
　
　
佐
藤
晃
一
　
「
東
京
新
聞
」
　
昭
和
3
0
年
8
月
1
8
日
《
ト
ー
マ
ス
・
マ
ン
の
死
を
悼
む
》
　
　
佐
藤
晃
一
　
「
図
書
新
聞
」
　
昭
和
3
0
年
8
月
2
0
日
《
ト
ー
マ
ス
・
マ
ン
の
死
》
　
　
浅
井
真
男
　
「
日
本
読
書
新
聞
」
　
昭
和
3
0
年
8
月
2
2
日
《
マ
ン
私
観
》
　
　
上
林
暁
　
「
日
本
読
書
新
聞
」
　
昭
和
3
0
年
8
月
2
2
日
《
マ
ン
の
生
涯
と
作
品
》
一
四
〇
　
　
「
日
本
読
書
新
聞
」
　
昭
和
3
0
年
8
月
2
2
日
《
ト
ー
マ
ス
・
マ
ン
の
邦
訳
霊
目
》
　
　
「
日
本
読
書
新
聞
」
　
昭
和
3
0
年
8
月
2
2
日
《
ト
ー
マ
ス
・
マ
ン
の
死
》
　
　
中
島
健
蔵
　
　
「
週
刊
サ
ン
ケ
イ
」
　
昭
和
3
0
年
8
月
《
シ
ラ
ー
祭
で
の
マ
ン
ー
死
を
悼
む
東
独
》
　
　
「
図
書
新
聞
」
　
昭
和
3
0
年
9
月
3
日
《
ト
ー
マ
ス
・
マ
ン
》
　
　
佐
藤
晃
一
　
「
学
鐙
」
5
2
巻
9
号
　
b
∂
O
～
N
b
。
頁
　
丸
善
　
昭
和
3
0
年
9
月
《
も
っ
た
い
ぶ
る
》
　
　
佐
藤
晃
一
　
「
毎
日
新
聞
」
　
昭
和
3
0
年
9
月
1
0
日
《
ト
ー
マ
ス
・
マ
ン
の
ベ
ス
ト
ス
リ
ー
》
　
　
佐
藤
晃
一
　
「
毎
日
新
聞
」
　
昭
和
3
0
年
9
月
1
9
日
《
ト
ー
マ
ス
・
マ
ン
と
わ
た
し
》
　
　
佐
藤
晃
一
　
「
ブ
ル
ン
・
済
ン
」
2
3
　
郁
文
堂
　
昭
和
3
0
年
9
月
《
ヘ
ル
メ
ス
ー
ト
ー
マ
ス
・
マ
ン
の
死
》
　
　
佐
藤
晃
一
　
「
群
像
」
1
0
巻
1
0
号
　
昭
和
3
0
年
1
0
月
　
　
　
　
ト
ー
マ
ス
・
マ
ソ
文
献
…
目
録
（
村
田
）
一
四
一
・
　
　
　
　
ト
ー
マ
ス
゜
マ
ソ
文
献
目
讐
村
田
）
　
　
　
　
　
．
　
　
　
　
　
　
　
茜
二
《
マ
ン
文
学
再
評
価
へ
の
提
言
》
　
　
吉
田
孚
　
　
「
世
界
文
学
」
6
号
　
①
～
刈
頁
　
世
界
文
学
研
究
会
　
昭
和
3
0
年
1
0
月
《
ト
ー
マ
ス
・
マ
ン
の
死
を
悼
む
》
　
　
佐
藤
晃
一
　
「
財
政
」
2
1
巻
1
号
　
大
蔵
財
務
協
会
　
昭
和
3
0
年
1
1
月
《
思
い
つ
く
ま
ま
に
》
　
　
原
田
義
人
　
　
「
近
代
文
学
」
　
昭
和
3
0
年
1
2
月
号
《
マ
ン
に
つ
い
て
》
　
　
竹
山
道
雄
角
川
文
庫
「
マ
リ
オ
と
魔
術
師
］
の
内
　
同
零
～
嵩
Q
。
頁
昭
和
鋤
年
《
ト
ー
マ
ス
・
マ
ン
に
お
け
る
芸
術
と
芸
術
家
の
問
題
》
　
　
吉
田
次
郎
　
　
「
独
乙
文
学
研
究
報
告
」
4
号
　
H
～
H
O
頁
　
京
大
教
養
学
部
独
乙
語
研
究
室
　
昭
和
3
0
年
1
2
月
《
ト
ー
マ
ス
・
マ
ン
へ
の
告
別
》
　
　
中
田
美
喜
　
　
「
ド
イ
ツ
文
学
」
1
5
号
　
昭
和
3
0
年
1
1
月
《
ト
ー
マ
ス
・
マ
ン
に
お
け
る
ピ
o
聾
二
p
σ
q
・
国
チ
o
°
。
の
展
開
－
現
代
の
反
理
性
主
義
に
対
す
る
一
つ
の
立
場
に
つ
い
て
》
　
　
長
橋
芙
美
子
「
ド
イ
ツ
文
学
」
1
5
号
　
昭
和
3
0
年
1
1
月
《
カ
ロ
ッ
サ
と
ト
ー
マ
ス
・
マ
ン
》
　
　
井
上
正
蔵
　
　
「
ド
イ
ツ
近
代
文
学
研
究
」
の
内
　
ω
O
㊤
～
も
。
μ
癖
頁
、
三
一
書
房
　
昭
和
3
0
年
《
息
子
の
世
代
》
　
　
山
下
肇
　
新
潮
版
「
現
代
世
界
文
学
全
集
」
月
報
如
　
①
～
刈
頁
　
昭
和
3
1
年
4
月
《
ジ
ョ
ル
ジ
・
ル
カ
ー
チ
の
ト
ー
マ
ス
・
マ
ン
批
評
の
方
向
》
　
　
坂
井
洲
二
　
「
ド
イ
ツ
文
学
」
1
6
号
　
昭
湘
3
1
年
5
月
《
ト
ー
マ
ス
・
マ
ン
と
日
本
人
》
　．
k
ｴ
義
孝
　
「
ま
ぬ
け
の
効
用
」
の
内
b
◎
刈
O
～
b
。
δ
頁
　
文
芸
春
秋
社
　
昭
和
3
0
年
・
《
ト
ー
マ
ズ
・
マ
ン
を
霊
界
に
訪
ね
て
》
　
　
佐
藤
晃
一
　
「
架
橋
」
1
号
　
b
σ
Q
。
～
ω
b
Q
頁
　
架
橋
同
人
社
　
昭
和
3
1
年
1
1
月
《
ト
ー
マ
ス
・
マ
ン
と
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
》
　
　
佐
藤
晃
一
　
・
現
代
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
講
座
4
コ
一
十
世
紀
の
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ス
ト
」
の
内
　
宝
文
館
《
ト
ー
マ
ス
・
マ
ン
の
二
つ
の
魂
》
　
　
成
瀬
無
極
　
「
心
」
8
巻
1
1
号
　
昭
～
O
H
頁
　
昭
和
3
1
年
1
1
月
《
ト
ー
マ
ス
・
マ
ン
i
審
美
主
義
と
そ
の
克
服
》
　
　
笹
谷
雅
　
「
ド
イ
ツ
文
学
」
1
7
号
　
昭
和
3
1
年
1
1
月
《
ト
オ
マ
ス
・
マ
ン
に
お
け
る
市
民
性
の
超
脱
》
　
　
義
則
孝
夫
　
　
「
人
文
研
究
」
7
巻
1
1
号
　
○
。
鱒
～
H
8
頁
夫
阪
市
大
文
学
会
　
昭
和
3
1
年
1
2
月
《
ト
ー
マ
ス
・
マ
ン
の
生
涯
と
作
品
》
　
　
佐
藤
晃
一
　
体
系
文
学
講
座
8
「
世
界
文
学
」
の
内
　
青
木
書
店
　
昭
和
3
1
年
　
　
　
　
ト
ー
マ
ス
・
マ
ソ
文
献
目
録
（
村
田
）
昭
和
3
1
年』
四
ヨ
ノ
　
　
　
　
ト
ー
マ
ス
・
マ
ソ
文
献
目
録
（
村
田
）
《
ト
ー
マ
ス
・
マ
ン
作
品
邦
訳
書
目
録
》
　
　
国
立
国
会
図
書
館
一
般
考
査
部
　
　
2
1
頁
　
昭
和
3
2
年
《
主
と
し
て
初
期
に
於
け
る
ト
ー
マ
ス
・
マ
ン
の
調
和
へ
の
意
志
に
つ
い
て
》
　
　
村
田
経
和
　
　
「
学
習
院
大
学
文
学
部
研
究
年
報
」
4
輯
　
謡
H
～
ω
濠
頁
　
昭
和
3
2
年
《
ト
オ
マ
ス
・
マ
ン
と
デ
モ
ク
ラ
シ
イ
》
　
　
義
則
孝
夫
　
　
「
ク
ヴ
ェ
レ
」
1
号
　
α
O
～
α
ω
頁
　
ク
ヴ
ェ
レ
会
　
昭
和
3
2
年
4
月
《
α
げ
霞
象
o
H
8
巳
巴
日
い
①
び
8
自
畠
ω
。
げ
践
①
口
日
ぎ
ヨ
器
］
≦
き
器
．
》
　
　
青
柳
謙
二
　
「
ド
イ
ツ
文
学
」
1
8
号
　
8
～
旨
O
頁
　
昭
和
3
2
年
5
月
《
ト
オ
マ
ス
・
マ
ン
と
時
間
論
》
　
　
石
上
玄
一
郎
　
三
笠
版
「
現
代
世
界
文
学
全
集
」
月
報
3
1
　
ω
～
幽
頁
　
昭
和
3
2
年
7
月
《
ト
ー
マ
ス
・
マ
ン
に
関
す
る
覚
書
》
　
　
佐
藤
晃
一
　
「
日
本
独
文
学
会
関
東
支
部
μ
㊤
呂
～
8
会
報
」
b
◎
蒔
～
b
O
Q
。
測
　
昭
和
3
2
年
8
月
《
ト
ー
マ
ス
・
マ
ン
の
「
律
法
」
》
　
　
徳
沢
得
二
　
「
日
本
独
文
学
会
関
東
支
部
H
り
♂
～
8
会
報
」
b
っ
c
。
～
ω
b
o
頁
　
昭
和
3
2
年
8
月
《
主
と
し
て
初
期
に
於
け
る
ト
ー
マ
ス
・
マ
ン
の
美
と
芸
術
の
問
題
に
つ
い
て
》
　
　
村
田
経
和
　
　
「
日
本
独
文
学
会
関
東
支
部
H
㊤
♂
～
♂
会
報
」
ω
b
。
～
Q
。
心
頁
　
昭
和
3
2
年
8
月
《
日
。
巳
。
寄
α
σ
q
臼
と
》
量
碧
ピ
Φ
＜
臼
謀
ぎ
》
一
四
四
　
　
森
川
俊
夫
　
　
「
日
本
独
文
学
会
関
東
支
部
H
㊤
α
α
～
α
O
会
報
」
ω
心
～
ω
α
頁
　
昭
和
3
2
年
8
月
《
ト
ー
マ
ス
・
マ
ン
に
於
け
る
ロ
ー
マ
ン
的
伝
説
と
コ
ス
モ
ポ
リ
タ
ニ
ズ
ム
に
就
て
》
　
　
山
戸
照
靖
　
　
「
内
山
貞
三
郎
先
生
還
暦
記
念
ド
イ
ツ
文
学
論
集
」
の
内
　
G
。
㊤
～
H
O
ω
頁
　
大
阪
大
学
文
学
部
《
ト
ー
マ
ス
・
マ
ン
の
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
に
つ
い
て
》
　
　
片
山
良
展
　
　
「
内
山
貞
三
郎
先
生
還
暦
記
念
ド
イ
ツ
文
学
論
集
」
の
内
　
刈
。
。
～
。
。
。
。
頁
　
昭
和
3
2
年
《
ト
オ
マ
ス
・
マ
ン
の
初
期
の
作
品
に
お
け
る
装
術
の
危
機
》
　
　
川
東
祥
剛
　
　
「
大
阪
府
立
大
学
紀
要
」
5
　
匿
ω
～
置
b
o
頁
　
昭
和
3
2
年
《
ト
ー
マ
ス
・
マ
ン
論
－
市
民
時
代
の
終
末
》
　
　
山
田
広
明
　
　
「
早
大
大
学
院
研
究
科
紀
要
」
3
号
　
N
①
り
～
b
◎
刈
b
σ
頁
　
昭
和
3
2
年
《
ド
イ
ツ
市
民
性
の
代
表
者
と
し
て
の
ト
ー
マ
ス
・
マ
ン
ー
序
論
》
　
　
片
山
良
展
「
大
阪
大
学
南
・
北
校
研
究
集
録
・
人
文
社
会
科
学
」
5
輯
　
H
卜
o
O
～
μ
ω
卜
。
頁
　
昭
和
3
2
年
《
最
後
の
書
》
　
　
義
則
孝
夫
「
独
逸
文
学
」
1
　
b
。
①
～
濠
頁
　
関
西
大
学
独
逸
文
学
会
　
昭
和
3
3
年
《
ト
ー
マ
ス
・
マ
ン
文
学
の
焦
点
》
　
　
辻
本
金
治
　
　
「
人
文
学
」
3
8
号
　
H
～
一
◎
。
頁
　
同
志
社
大
学
　
昭
和
3
3
年
《
西
欧
文
学
に
あ
ら
わ
れ
た
教
師
観
》
　
　
朝
日
英
夫
　
「
教
室
の
窓
」
7
巻
1
1
号
　
Q
。
～
に
頁
　
東
京
書
籍
株
式
会
社
　
昭
和
3
3
年
7
月
　
　
　
　
ト
ー
マ
ス
・
マ
ソ
文
献
目
録
（
村
田
）
昭
和
3
2
年
一
四
五
　
　
　
　
ト
ー
マ
ス
・
マ
ソ
文
献
目
録
（
村
田
）
《
目
ぎ
日
四
゜
。
ζ
巷
昌
》
　
　
菊
゜
ω
。
臣
欝
ぼ
σ
q
2
　
「
屋
且
ロ
①
皿
巳
匹
。
ぎ
①
お
o
D
。
ゲ
N
窪
Φ
コ
」
の
内
幽
α
～
α
ω
頁
南
江
堂
　
昭
和
3
3
年
《
ト
ー
マ
ス
・
マ
ン
に
於
け
る
『
死
と
愛
』
の
問
題
に
つ
い
て
》
　
　
空
井
義
観
　
「
独
仏
文
学
研
究
」
8
輯
b
Q
O
～
ω
G
。
頁
　
九
州
大
学
　
昭
和
3
3
年
《
ヤ
コ
ブ
物
語
》
　
　
高
橋
義
孝
　
「
ヨ
ゼ
フ
と
そ
の
兄
弟
た
ち
ー
」
の
内
ω
刈
α
～
ω
刈
Q
。
頁
新
潮
社
．
昭
和
3
3
年
《
若
い
ヨ
ゼ
フ
》
　
　
佐
藤
晃
一
　
「
ヨ
ゼ
フ
と
そ
の
兄
弟
た
ち
H
」
の
内
　
b
Q
刈
b
。
～
b
。
G
。
心
頁
　
新
潮
社
　
昭
和
3
3
年
《
エ
ジ
プ
ト
の
ヨ
ゼ
フ
》
　
　
菊
盛
英
夫
　
　
「
ヨ
ゼ
フ
と
そ
の
兄
弟
た
ち
皿
の
上
」
の
内
　
ω
H
ω
～
ω
ミ
頁
　
新
潮
社
　
昭
和
3
3
年
《
エ
ジ
プ
ト
の
ヨ
ゼ
フ
》
　
　
菊
盛
英
夫
　
　
「
ヨ
ゼ
フ
と
そ
の
兄
弟
た
ち
皿
の
下
」
の
内
　
b
。
ざ
～
。
。
嵩
頁
　
新
潮
社
　
昭
和
3
3
年
《
ト
ー
マ
ス
・
マ
ン
小
論
ー
そ
「
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
性
》
　
　
後
藤
健
次
　
　
「
学
芸
紀
要
」
9
　
目
～
Q
。
頁
　
徳
島
大
学
　
昭
和
3
4
年
《
ト
ー
マ
ス
・
マ
ン
に
お
け
る
『
生
へ
の
決
意
』
に
つ
い
て
》
　
　
空
井
義
観
　
「
独
仏
文
学
研
究
」
9
号
　
＄
～
①
b
Q
頁
　
九
州
大
学
　
昭
和
3
4
年
《
ト
ー
マ
ス
・
マ
ン
》
一
゜
四
六
噌
　
　
　
ダ
　
　
片
山
良
展
　
　
「
現
代
ド
イ
ツ
文
学
」
の
内
　
μ
Q
。
Q
。
～
ぱ
G
口
頁
　
手
塚
富
雄
・
佐
藤
晃
一
編
　
有
信
堂
《
養
う
人
ヨ
ゼ
フ
》
　
　
森
川
俊
夫
　
「
ヨ
ゼ
フ
と
そ
の
兄
弟
た
ち
W
の
上
」
の
内
、
b
。
°
。
ω
～
b
。
㊤
H
頁
新
潮
社
　
昭
和
3
5
年
《
養
う
人
ヨ
ゼ
フ
》
　
　
森
川
俊
夫
　
「
ヨ
ゼ
フ
と
そ
の
兄
弟
た
ち
W
の
下
」
の
内
b
。
。
。
①
～
b
。
島
頁
新
潮
社
　
昭
和
3
5
年
《
略
歴
と
著
作
目
録
》
　
　
片
岡
啓
治
　
「
病
め
る
芸
術
か
健
康
な
芸
術
か
」
の
内
b
o
㊤
刈
～
ω
O
H
頁
　
現
代
思
潮
社
　
昭
和
3
5
年
《
∪
㊤
し
d
①
σ
q
同
患
山
禽
＝
①
げ
①
び
o
一
目
げ
o
ヨ
o
°
・
ζ
き
コ
》
　
　
大
森
五
郎
　
「
中
央
大
学
文
学
部
紀
要
」
文
学
科
8
号
μ
～
H
O
頁
昭
和
3
5
年
《
ト
ー
マ
ス
・
マ
ン
に
お
け
る
芸
術
家
の
問
題
ー
ト
ー
マ
ス
・
マ
ン
研
究
序
論
》
　
　
下
程
息
　
　
「
大
阪
府
大
紀
要
」
8
　
卜
∂
α
～
駆
O
頁
　
昭
和
3
5
年
《
ト
↓
ス
ー
°
マ
ン
》
　
　
森
田
弘
　
　
「
ド
イ
ツ
文
学
」
勿
号
　
ω
～
Q
。
頁
　
昭
和
3
5
年
5
月
《
ふ
た
つ
の
第
三
帝
国
》
　
　
円
子
修
平
　
「
ド
イ
ツ
文
学
」
2
4
号
　
o
。
～
置
頁
　
昭
和
3
5
年
5
月
《
↓
ゲ
o
B
9
ω
］
≦
p
づ
p
に
お
け
る
勺
霞
o
岳
①
の
問
題
》
　
　
青
柳
謙
二
　
「
ド
イ
ツ
文
学
」
2
4
号
　
犀
～
曽
頁
　
昭
和
3
5
年
5
月
　
　
　
　
ト
ー
マ
ス
・
マ
ソ
文
献
目
録
（
村
田
）
昭
和
3
4
年
』
四
七
1
　
　
　
　
ト
ー
マ
ス
・
マ
ン
文
献
目
録
（
村
田
）
《
ト
ー
マ
ス
・
マ
ン
に
於
け
る
宿
命
に
つ
い
て
》
　
　
塞
井
義
観
　
「
ド
イ
ツ
文
学
」
2
4
号
　
蔭
b
Q
～
ミ
頁
　
昭
和
3
5
年
5
月
《
日
げ
o
ヨ
舘
］
≦
㊤
自
冒
冒
喝
碧
i
①
ぎ
Φ
三
窪
o
σ
q
同
巷
三
ω
。
冨
ω
犀
曹
⑦
》
　
　
村
田
経
和
　
　
「
ド
イ
ツ
文
学
」
2
4
号
　
戯
c
。
～
8
頁
　
昭
和
3
5
年
5
月
《
カ
ー
チ
ャ
夫
人
訪
問
》
　
　
佐
藤
晃
一
　
「
ブ
ル
ン
ネ
ン
」
4
4
　
昭
和
3
5
年
7
月
《
ト
ー
マ
ス
・
マ
ン
の
墓
を
訪
ね
て
》
　
　
佐
藤
晃
一
　
「
ブ
ル
ン
ネ
ン
」
4
5
　
昭
和
3
5
年
9
月
《
チ
ュ
ー
リ
ヒ
の
ト
ー
マ
ス
・
マ
ン
記
念
堂
》
　
　
　
　
　
　
　
　
，
　
　
佐
藤
晃
一
　
「
ブ
ル
ン
ネ
ン
」
4
6
　
昭
和
3
5
年
1
2
月
《
最
近
の
ド
ー
マ
ス
・
マ
ン
研
究
か
ら
》
　
　
吉
田
次
郎
　
「
独
逸
文
学
研
究
」
1
0
号
　
8
～
刈
O
頁
　
昭
和
3
6
年
《
思
い
つ
く
ま
ま
に
》
　
　
原
田
義
人
　
「
反
神
話
の
季
節
」
の
内
b
。
α
c
。
～
b
。
象
頁
　
白
水
社
　
昭
和
3
6
年
《
反
語
精
神
の
芸
術
家
ト
ー
マ
ス
・
マ
ン
》
　
　
下
程
息
　
「
ド
イ
ツ
文
学
」
2
7
号
刈
O
～
刈
Q
。
頁
　
昭
和
3
6
年
1
1
月
《
ト
ー
マ
ス
・
マ
ン
に
於
け
る
演
技
性
》
一
四
八
　
　
松
本
道
介
　
　
「
ド
イ
ツ
文
学
」
2
7
号
　
刈
O
～
c
。
ら
頁
　
昭
和
3
6
年
1
1
月
《
ト
ー
マ
ス
・
マ
ン
『
フ
ァ
ウ
ス
ト
博
士
』
に
お
け
る
作
曲
技
法
》
　
　
武
田
昭
　
　
「
文
科
紀
要
」
7
号
　
昭
和
3
6
年
3
月
《
ト
ー
マ
ス
。
マ
ン
文
献
目
録
（
そ
の
一
）
》
　
　
村
田
経
和
　
　
「
学
習
院
大
学
文
学
部
研
究
年
報
」
7
輯
　
H
8
～
H
ゆ
ω
頁
　
昭
和
3
6
年
《
近
代
的
自
我
転
換
の
倫
理
（
感
想
的
ノ
ー
ト
）
ω
》
　
　
佐
藤
静
夫
　
　
「
上
智
大
ド
イ
ツ
文
学
会
会
報
」
4
号
　
b
Q
8
～
b
Q
H
H
頁
　
昭
和
3
7
年
5
月
《
ト
ー
マ
ス
・
マ
ン
「
フ
ァ
ウ
ス
ト
博
士
」
》
　
　
武
田
昭
　
　
「
東
北
ド
イ
ツ
文
学
研
究
」
6
号
　
＄
～
刈
O
頁
　
昭
和
3
7
年
6
月
《
ト
ー
マ
ス
・
マ
ン
の
世
界
》
　
　
佐
藤
晃
一
　
大
修
館
書
店
　
昭
和
3
7
年
　
　
力
i
チ
ャ
夫
人
訪
問
　
H
O
～
置
頁
　
　
ト
ー
マ
ス
・
マ
ン
の
墓
を
訪
ね
て
　
H
ら
～
H
Q
。
頁
　
　
チ
ュ
ー
リ
ヒ
の
ト
ー
マ
ス
・
マ
ン
記
念
室
H
Q
◎
～
b
⊇
b
⊃
頁
　
　
も
っ
た
い
ぶ
る
b
∂
b
o
～
b
σ
ω
頁
　
　
ト
ー
マ
ス
・
マ
ン
の
顔
　
b
σ
ω
～
b
σ
ら
頁
　
　
作
家
と
年
齢
　
b
∂
α
～
悼
①
頁
　
　
　
　
ト
ー
マ
ス
・
マ
ソ
文
献
目
録
（
村
田
）
一
四
九
’
　
　
ト
ー
マ
ス
・
マ
ソ
文
献
目
録
（
村
田
）
ト
ー
マ
ス
・
．
マ
ン
の
死
に
際
し
て
　
淺
～
α
O
頁
ト
ー
マ
ス
隔
マ
ン
と
わ
た
し
留
～
O
α
頁
（
改
稿
）
ト
ー
マ
ス
．
マ
’
ン
を
霊
界
に
訪
ね
て
　
α
①
～
①
ω
頁
ド
イ
ツ
的
内
面
性
に
つ
い
て
　
O
①
～
刈
O
頁
文
化
と
文
明
　
刈
O
～
り
刈
頁
倫
理
と
美
と
の
対
立
　
㊤
刈
～
り
G
◎
頁
「
小
説
の
小
説
」
と
そ
の
政
治
的
態
度
　
㊤
G
。
～
δ
①
頁
「
文
明
に
つ
い
て
」
　
H
O
刈
～
H
O
Q
。
頁
「
わ
た
し
の
時
代
」
　
H
O
Q
。
～
H
H
O
頁
亡
命
の
問
題
　
目
O
～
犀
ω
頁
平
和
運
動
と
ト
ー
マ
ス
・
マ
ン
　
H
H
O
◎
～
目
の
頁
ネ
ー
ル
と
ト
ー
マ
ス
。
マ
ン
　
目
①
～
目
Q
。
頁
覚
え
書
崔
゜
。
～
H
b
。
N
頁
ト
ー
マ
ス
・
コ
ン
の
苦
悩
と
偉
大
さ
　
H
b
。
溢
～
置
刈
頁
ト
ー
マ
ス
．
マ
ン
と
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
　
目
ミ
～
H
α
蔭
頁
ト
ー
マ
ス
・
マ
ン
と
哲
学
　
嵩
心
～
H
①
O
頁
ゲ
ー
テ
と
ト
ー
マ
ス
・
マ
ン
　
H
①
O
～
H
Q
◎
①
頁
一
五
Q
　
ヘ
ッ
セ
と
ト
ー
マ
ス
・
マ
ン
　
H
Q
。
刈
～
b
⊃
O
Q
σ
頁
ト
ー
マ
ス
・
マ
ン
の
生
涯
と
作
品
ー
概
観
　
N
O
①
～
曽
α
頁
　
ト
ー
マ
ス
．
マ
ン
の
ベ
ス
ト
・
ス
リ
ー
　
b
Q
ド
α
～
b
O
H
刈
頁
　
「
ブ
デ
ン
ブ
ロ
ー
ク
家
の
人
々
」
　
b
。
ミ
～
b
。
b
。
ρ
頁
。
「
ト
ー
ニ
オ
・
ク
レ
ー
ガ
ー
」
　
N
b
◎
O
～
悼
障
頁
。
「
大
公
殿
下
」
　
N
b
∂
H
～
N
b
コ
b
⊃
頁
。
「
ヴ
ェ
ニ
ス
に
死
す
」
　
N
N
ω
～
b
。
b
。
ら
頁
　
「
魔
の
山
」
　
卜
o
卜
Q
心
～
b
◎
G
。
ω
頁
。
「
マ
リ
オ
と
魔
術
師
」
，
卜
⊃
°
。
心
～
b
。
ω
①
頁
　
「
ヴ
ァ
イ
マ
ル
の
ロ
ッ
テ
」
　
N
ω
①
～
b
◎
q
◎
Q
。
頁
。
「
す
げ
か
え
ら
れ
た
首
」
　
N
ω
㊤
～
謹
O
頁
　
「
ヨ
ー
ゼ
フ
と
そ
の
兄
弟
た
ち
」
　
謹
O
～
b
。
留
頁
　
「
掟
」
　
b
。
㎝
ド
～
b
。
罐
頁
　
「
フ
ァ
ウ
ス
ト
博
士
」
　
b
o
α
α
～
b
o
①
α
頁
　
「
選
ば
れ
し
人
」
　
N
①
α
～
N
謡
頁
　
「
欺
か
れ
た
女
」
　
b
o
謡
～
b
⇒
刈
Q
。
頁
　
「
詐
欺
師
フ
ェ
ー
リ
ク
ス
・
ク
ル
ル
の
告
白
」
　
b
。
刈
ω
～
卜
。
°
。
b
。
頁
　
　
ト
ー
マ
ス
・
マ
ン
文
献
目
録
（
村
田
）
一
五
一
《
　
　
　
　
ト
ー
マ
ス
・
マ
ソ
文
献
目
録
（
村
田
）
　
　
　
　
（
。
印
新
稿
）
《
〉
げ
゜
・
o
冨
巴
く
o
昌
目
げ
o
日
器
］
≦
9
昌
コ
》
　
　
即
力
。
芝
葺
冨
5
0
婁
「
内
㊤
穿
僧
p
⇒
自
］
≦
卑
旨
昌
」
《
ト
ー
マ
ス
・
マ
ン
と
音
楽
（
上
）
》
　
　
中
条
宗
助
　
「
愛
知
大
学
文
学
論
叢
」
5
／
6
H
緋
～
H
①
α
頁
《
ト
ー
マ
ス
・
マ
ン
と
共
産
主
義
》
　
　
高
沖
陽
造
　
　
「
世
界
と
日
本
」
2
2
号
《
政
治
と
イ
ロ
ニ
ー
と
ー
ト
ー
マ
ス
・
マ
ン
の
場
合
》
　
　
　
　
　
　
　
　
。
　
　
吉
田
仙
太
郎
　
「
岡
山
大
学
法
文
学
部
学
術
紀
要
」
2
号
　
ミ
～
紹
頁
《
ト
ー
マ
ス
・
マ
ン
に
於
け
る
イ
ロ
ニ
ー
の
問
題
》
　
　
川
東
祥
剛
　
　
「
浪
速
大
学
紀
要
」
1
巻
（
人
文
社
会
科
学
）
　
μ
①
ド
～
嵩
α
頁
《
ル
カ
ー
チ
の
「
ト
ー
マ
ス
・
マ
ン
論
」
》
　
　
米
本
三
爾
　
　
「
宮
崎
大
学
学
芸
学
部
研
究
時
報
」
ー
ノ
2
《
ト
ー
マ
ス
一
マ
ン
に
つ
い
て
の
対
話
》
　
　
辻
邦
生
・
他
　
　
「
文
芸
首
都
」
2
4
巻
8
号
《
ト
ー
マ
ス
・
マ
ン
声
明
》
　
　
平
田
次
三
郎
　
「
お
ん
ど
り
通
信
」
7
巻
4
号
　
置
頁
一
五
二
獅
《
世
界
人
の
話
》
　
　
北
川
正
夫
　
　
「
ニ
ュ
ー
エ
イ
ジ
」
1
巻
8
号
　
q
◎
ω
頁
《
故
郷
を
訪
ね
た
ト
ー
マ
ス
・
マ
ン
》
　
　
桑
原
健
一
　
「
世
界
の
動
き
」
4
巻
2
1
号
　
b
。
①
～
b
o
刈
頁
《
ト
ー
マ
ス
・
マ
ン
を
想
う
》
　
　
関
泰
祐
　
　
［
文
庫
」
4
8
号
《
エ
ッ
セ
イ
的
四
章
》
　
　
三
光
長
治
　
「
愛
媛
大
学
文
学
論
叢
」
7
号
《
ト
ー
マ
ス
。
マ
ン
》
　
　
山
田
広
明
　
　
「
綜
合
世
界
文
芸
」
1
0
輯
　
昭
和
3
1
年
《
ト
オ
マ
ス
・
マ
ン
と
音
楽
》
　
　
柳
川
成
男
　
　
「
図
書
」
4
1
号
　
嵩
～
目
Q
。
頁
《
ト
ー
マ
ス
・
マ
ン
と
ニ
ー
チ
ェ
ー
「
非
政
治
的
人
間
の
省
察
」
を
中
心
と
し
て
》
　
　
古
田
耕
作
　
　
「
ド
イ
ツ
文
学
研
究
」
2
号
　
ω
ω
～
お
頁
　
昭
和
3
7
年
7
月
　
日
本
独
文
学
会
東
海
支
部
《
ひ
と
つ
の
神
話
論
ー
ト
ー
マ
ス
・
マ
ン
と
カ
ー
ル
、
・
ケ
レ
ニ
イ
の
往
復
書
簡
を
め
ぐ
っ
て
》
　
　
生
松
敬
三
　
「
ド
イ
ツ
文
化
」
1
号
　
旨
～
N
島
頁
　
中
央
大
学
ド
イ
ツ
学
会
ト
ー
マ
ス
・
マ
ソ
文
献
目
録
（
村
田
）
’
一
五
三
　
　
　
　
ト
↓
ス
・
マ
ソ
文
献
目
録
（
村
田
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
　
軸
五
四
醗
訳
文
献
《
無
給
社
員
時
代
の
ト
オ
マ
ス
・
マ
ン
》
　
　
エ
レ
ッ
サ
ー
（
土
方
定
一
訳
）
　
「
浪
漫
古
典
」
1
巻
8
号
　
ら
O
～
α
◎
◎
頁
　
昭
和
9
年
1
1
月
《
ト
ー
マ
ス
・
マ
ン
》
　
　
ハ
ー
ヴ
ェ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
（
野
村
琢
一
訳
）
　
「
エ
ル
ン
テ
」
8
巻
2
号
ω
①
～
ミ
頁
昭
和
1
1
年
1
1
月
《
ト
ー
マ
ス
・
マ
ン
と
語
る
》
　
　
フ
レ
デ
リ
ッ
ク
・
ル
フ
ェ
ー
ヴ
ル
　
河
出
版
「
世
界
短
篇
傑
作
全
集
」
月
報
1
号
　
昭
和
1
1
年
1
0
月
《
ト
ー
マ
ス
・
マ
ン
訪
問
記
》
　
　
ロ
ヴ
ァ
ー
ト
・
ヴ
ァ
ン
・
ゲ
ル
タ
ー
　
　
「
文
芸
」
8
巻
8
号
　
昭
和
1
5
年
8
月
《
ト
ー
マ
ス
・
マ
ン
》
　
　
シ
ュ
ト
リ
ヒ
（
中
川
良
夫
訳
）
　
「
詩
人
と
国
家
」
の
内
H
①
H
～
H
Q
。
㊤
頁
大
観
堂
　
昭
和
1
6
年
《
文
学
と
文
明
》
　
　
シ
ュ
ト
リ
ヒ
（
中
川
良
夫
訳
）
　
「
詩
人
ど
国
家
」
の
内
　
H
㊤
μ
～
b
O
q
。
①
頁
　
昭
和
1
6
年
《
文
学
と
文
明
（
二
）
》
　
　
シ
ュ
ト
ゥ
リ
ヒ
（
井
手
責
夫
訳
）
　
「
三
田
文
学
」
1
6
巻
3
号
　
8
～
H
O
H
頁
　
三
田
文
学
会
　
昭
和
1
6
年
3
月
《
仏
訳
論
文
集
『
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
告
ぐ
』
へ
の
序
文
》
　
　
ア
ン
ド
レ
・
ジ
イ
ド
（
石
川
湧
訳
）
　
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
告
ぐ
」
の
内
H
～
H
O
頁
大
雅
堂
　
昭
和
2
4
年
、
《
ト
ー
マ
ス
・
マ
ン
へ
の
公
開
状
》
　
　
ボ
ウ
ル
・
オ
ル
ベ
ル
グ
（
木
下
秀
夫
訳
）
　
．
「
改
造
文
芸
」
　
昭
和
2
5
年
2
月
号
　
O
ど
㊤
頁
《
ト
ー
マ
ス
・
マ
ン
を
讃
う
》
　
　
フ
ォ
イ
ヒ
ト
ワ
ン
ガ
ー
　
　
「
新
日
本
文
学
」
1
1
巻
4
号
《
超
越
の
な
い
世
界
》
　
　
ホ
ル
ト
ウ
ゼ
ン
（
水
野
義
夫
訳
）
　
「
世
紀
」
3
7
号
　
蔭
O
～
お
頁
　
昭
和
2
7
年
8
月
《
黒
い
涙
》
　
　
ク
ラ
ウ
ス
・
マ
ン
（
土
方
学
洋
訳
）
　
H
逡
頁
　
ダ
ヴ
ィ
ッ
ド
社
　
昭
和
3
0
年
《「
�
�
ｷ
る
市
民
」
の
文
学
1
1
》
　
　
ル
カ
ー
チ
（
辻
邦
生
訳
）
　
「
文
芸
首
都
」
2
4
巻
1
号
《「
�
�
ｷ
る
市
民
」
の
文
学
ー
2
》
　
　
ル
カ
ー
チ
（
辻
邦
生
訳
）
　
「
文
芸
首
都
」
2
4
年
2
号
《
ト
ー
マ
ス
・
マ
ン
論
序
文
》
　
　
ル
カ
ー
チ
（
片
岡
啓
治
訳
）
　
「
病
め
る
芸
術
か
、
健
康
な
芸
術
か
」
の
内
　
目
ω
～
H
O
。
頁
　
現
代
思
潮
社
《
市
民
を
求
め
て
》
　
　
ル
カ
ー
チ
（
片
岡
啓
治
訳
）
　
「
病
め
る
芸
術
か
、
健
康
な
芸
術
か
」
の
内
　
H
㊤
～
謡
頁
　
現
代
思
潮
社
《
ト
ー
マ
ス
・
マ
ン
の
長
篇
小
説
大
公
殿
下
》
　
　
　
　
ト
ー
マ
ス
・
マ
ソ
文
献
目
録
（
村
田
）
昭
却
3
5
年
昭
和
3
5
年
　
一
五
五
　
　
　
　
ト
ー
マ
ス
．
マ
ソ
文
献
目
録
（
村
田
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
五
六
　
　
ル
カ
ー
チ
（
片
岡
啓
治
訳
）
　
「
病
め
る
芸
術
か
、
健
康
な
芸
術
か
」
の
内
ミ
～
㊤
ω
頁
　
現
代
思
想
社
　
昭
和
3
5
年
《
近
代
芸
術
の
悲
劇
》
　
　
ル
カ
ー
チ
（
片
岡
啓
治
訳
）
　
「
病
め
る
芸
術
か
、
健
康
な
芸
術
か
」
の
内
　
㊤
α
～
H
o
。
ら
頁
　
現
代
思
潮
社
　
昭
和
3
5
年
《
演
技
的
な
も
の
と
そ
の
背
景
》
　
　
ル
カ
ー
チ
（
片
岡
啓
治
訳
）
　
「
病
め
る
芸
術
か
、
健
康
な
芸
術
か
」
の
内
　
目
c
。
α
～
b
。
α
O
頁
　
現
代
思
潮
社
　
昭
和
3
5
年
《
プ
ロ
シ
ァ
主
義
に
つ
い
て
》
　
　
ル
カ
ー
チ
（
真
下
信
一
訳
）
　
「
現
実
と
逃
避
」
の
内
　
Q
。
H
～
目
α
頁
　
平
凡
社
　
昭
和
3
2
年
《
文
学
的
遺
産
に
か
ん
す
る
ト
ー
マ
ス
・
マ
ン
の
意
見
》
　
　
ル
カ
ー
チ
（
竹
内
良
知
訳
）
　
「
現
実
と
逃
避
」
の
内
目
刈
～
虞
O
頁
　
平
凡
社
　
昭
和
3
2
年
《
追
放
さ
れ
た
詩
》
　
　
ル
カ
ー
チ
（
藤
野
渉
訳
）
　
「
現
実
と
逃
避
」
の
内
　
H
刈
㊤
～
H
り
り
頁
　
平
凡
社
　
昭
和
3
2
年
《
ト
ー
マ
ス
・
マ
ン
》
　
　
ヨ
ー
ゼ
フ
・
ク
ン
ツ
（
小
林
栄
三
郎
訳
）
　
「
二
十
世
紀
の
ド
イ
ツ
文
学
」
の
内
　
ω
自
～
ω
①
Q
。
頁
　
慶
応
義
塾
ド
イ
ツ
文
学
会
編
　
　
昭
和
3
7
年
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
以
上
昭
和
3
7
年
6
月
1
0
日
現
在
）
8
弓
’
　
　
（
附
　
録
）
　
す
ば
る
「
む
く
ど
り
通
信
」
（
森
鵬
外
）
に
載
せ
ら
れ
た
ト
ー
マ
ス
・
マ
ン
記
事
2
巻
2
号
辰
O
頁
　
（
明
治
4
3
年
2
月
）
　
1
2
月
9
日
伯
林
》
犀
o
山
①
ヨ
圃
゜
。
警
①
ゆ
⇔
ゴ
昌
Φ
の
連
中
が
新
宮
廷
オ
ペ
ラ
座
で
国
o
お
昌
母
を
興
業
2
巻
3
号
①
H
頁
　
（
明
治
4
3
年
3
月
）
　
ω
゜
コ
ω
。
ゴ
臼
の
誕
生
5
0
年
を
視
し
∪
Φ
ず
ぢ
Φ
ど
訟
き
冥
日
き
P
国
o
｛
ヨ
p
目
ω
爵
斜
毛
器
ω
臼
ヨ
p
目
と
共
に
署
名
し
た
賀
帳
を
贈
る
2
巻
9
号
戯
b
σ
頁
　
（
明
治
4
3
年
9
月
）
　
悶
．
芝
Φ
山
Φ
匹
口
仙
の
讃
辞
を
受
け
る
2
巻
9
号
ミ
頁
　
遊
興
税
反
対
署
名
者
に
連
な
る
3
巻
3
号
①
α
頁
　
（
明
治
4
4
年
3
月
）
　
H
り
O
㊤
年
中
に
も
っ
と
も
面
白
か
っ
た
新
聞
記
事
は
と
尋
ね
ら
れ
て
「
大
公
殿
下
」
の
モ
デ
ル
を
缶
碧
同
冒
偵
。
弓
だ
と
言
わ
れ
た
こ
と
　
と
答
え
た
3
巻
1
1
号
b
Q
偽
頁
　
（
明
治
4
4
年
1
1
月
）
　
b
σ
o
。
8
。
ξ
の
を
禁
止
し
た
喝
痔
ω
8
　
芝
Φ
誹
げ
を
評
し
て
…
…
ω
o
≦
①
巳
σ
q
隻
①
い
①
‘
け
ρ
凸
①
貯
津
臼
鉾
δ
。
ぴ
①
口
¢
ロ
山
犀
口
⇒
ω
ユ
禽
♂
。
『
①
口
　
∪
ぎ
σ
q
①
口
ω
9
9
8
》
び
゜
。
団
o
窪
①
口
げ
巳
α
に
Φ
P
閑
‘
富
陣
く
霞
馨
鱗
昌
曲
o
q
Φ
゜
。
冒
P
。
。
o
≦
①
巳
α
q
ω
ぎ
山
匹
Φ
…
…
ζ
o
冨
房
8
弓
・
…
ゼ
の
o
昌
鎚
①
諺
ぎ
旦
O
邑
固
゜
・
§
も
珪
ぎ
h
穆
ω
①
コ
巳
匿
σ
q
Φ
げ
Φ
言
巳
ω
冨
く
Φ
同
ω
雲
Φ
：
。
§
ζ
゜
話
一
陣
∋
9
甕
：
喜
3
鼠
け
①
富
一
ω
壽
ω
　
　
　
　
ト
↓
ス
゜
マ
ソ
文
献
目
録
（
村
田
）
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
，
　
蓋
七
巳
．
轟
　
　
　
　
ト
ー
マ
ス
・
マ
ソ
文
献
目
録
（
村
田
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
五
八
　
島
Φ
℃
集
N
息
β
暮
臼
σ
q
三
臼
ω
ぎ
o
〈
臼
ω
叶
①
窪
“
口
餌
ヨ
膏
ゲ
山
δ
男
o
凱
o
歪
口
α
q
日
0
3
α
q
膏
訂
け
臼
く
巽
ε
ω
島
信
口
σ
q
ロ
昌
傷
く
o
浮
巳
ξ
口
σ
q
弩
o
ω
　
○
①
の
o
匡
8
ゲ
岳
o
冨
P
l
①
ぎ
Φ
男
o
a
①
毎
口
σ
q
鷺
岳
①
一
ヨ
び
臼
α
Q
①
ユ
一
〇
げ
窪
ピ
①
び
8
〈
o
＝
き
h
げ
臼
①
o
ゲ
臥
α
q
二
ω
け
二
昌
山
¢
鉱
ぴ
計
麟
げ
Φ
H
象
①
　
9
げ
㊤
凸
Φ
囚
¢
コ
。
。
け
袋
巴
「
①
ロ
N
①
津
①
ロ
…
…
霞
昌
≦
Φ
α
q
σ
q
①
器
臼
け
げ
簿
゜
5
巻
1
号
ド
H
O
頁
．
（
大
正
2
年
1
月
）
　
国
⑦
躍
×
丙
毎
＝
執
筆
中
　
（
お
こ
と
わ
り
）
　
カ
ー
ド
に
文
献
を
記
載
し
て
ゆ
く
仕
事
に
は
き
り
が
あ
り
ま
せ
ん
。
図
書
館
に
お
い
で
の
天
野
氏
や
、
ゲ
ー
テ
協
会
の
粉
川
氏
の
よ
う
に
比
較
的
め
ぐ
ま
れ
た
環
境
に
お
ら
れ
て
も
そ
の
御
苦
心
は
な
み
た
い
て
い
の
も
の
で
は
な
い
と
思
い
ま
す
。
こ
の
仕
事
は
タ
ン
タ
ル
ス
の
業
で
、
そ
こ
へ
首
を
突
込
む
の
が
不
遜
で
あ
れ
ば
中
断
す
る
の
も
不
遜
。
ま
だ
ど
こ
へ
行
け
ば
新
し
い
文
献
が
手
に
入
り
、
あ
る
い
は
不
備
を
補
う
こ
と
が
出
来
る
と
い
う
場
所
を
新
た
に
知
り
、
ま
た
た
と
え
ば
ド
イ
ツ
語
の
教
科
書
と
し
て
編
集
さ
れ
た
も
の
と
そ
こ
に
記
さ
れ
た
解
説
な
ど
未
収
録
の
も
の
が
多
い
さ
中
に
、
今
回
こ
の
仕
事
も
中
断
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
り
ま
し
た
。
ま
こ
と
に
残
念
な
こ
と
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
ウ
